
ドローンプログラミングを通して
「チイキのミライ」を考える

神戸市立山田小学校



本校について

神戸市北区（六甲山系の北側）

明治１３年創立

全校児童６５名



児童数の推移
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学校

神戸市

山田地域

子供たちに
力をつけたい

地域を活性化
させたい

農村部への
移住を推進したい

農村小規模校の特色化



地域・行政・学校・
保護者等が協働



チイキ×ミライ
ツクル・スクール構想





第６学年 総合的な学習の時間

単元名 ：「未来の社会に役立つ仕組みを考えよう」

時間数 ：全２４時間

探究課題：科学技術の進歩と

自分たちの暮らしの変化



第1次（ ５ 時間） 第2次（ ８ 時間） 第3次（ １１ 時間）
科学技術の発展について知ろう ドローンの可能性を広げよう ドローンでつくる

未来を考えよう

主
な
学
習
活
動
と
評
価

・動画、インターネットやゲスト
ティーチャーの方から情報を集め、
ドローンについて知る。（２）
↳society5.0の動画・インターネッ
トからの情報収集 等

・ドローンは社会でどのようなこと
に役立てられそうか考える。（１）
↳ドローン×○○で発想する

・試しにプログラムしながら、基本
の操作や動きに慣れる。（１）
↳浮上・ホバリング・前後左右に動
く

・試しのプログラミングを振り返り、
次への課題をもつ。（１）

・基本の動きを組み合わせて動か
し、ドローンの可能性を探求す
る。（４）
↳第一次で出た社会での役立て方
をもとに作成したミッションに
対して各グループでプログラム
する。各グループで得た意見は
共有するようにする。

・地図や動画から山田の地域の特
性について考える。（１）

・山田地域を意識したプログラム
でドローンを動かす。（３）
↳配達、農薬散布、道路情報
防犯、建築 等

・山田地域のために考えたことを
もとに、ドローンの世界でのい
かし方について考える。（２）

・伝える内容や方法を決め、これ
までの体験やそれをさらにレベ
ルアップさせたドローンのいか
し方をまとめる。（５）

・学校での発表の機会などを使っ
て、下級生に伝える。（３）

・これまでの体験と自分が学んだ
ことを振り返る。（１）

単元計画



事前調査

ドローンとは何か

知っている 知らない

・ヘリコプターみたいなもの
・無人で飛ぶ
・プロペラがついている
・空飛ぶ機械
・ハチみたいな音がする
・写真や動画をとる



事前調査

ドローンを触った経験

ある ない



企業との連携 HDL合同会社
※本日出展企業の１つ



https://www.hdl-edu.com/customer-feedbacks-high-
school-teachers



使用ドローン

Robolink社『CoDroneEDU』を使用



使用アプリ

Blockly for Robolink（ブラウザアプリ）を使用



言語 ー慣れ親しんだブロックー



モード切替による発展性

ジュニアモード シニアモード
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山田ってどんな地域？？

Map data ©2024 Google

不便
困っている

魅力
自慢

もっと
良くなる



子供たちから見た地域（一部）
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ミライの山田発表会

保護者
PTA会長
連携した企業（HDL合同会社）
ドローンを業務に使用している会社関係者

発表の内容・伝え方・プログラムについて評価

MVP（Most Valuable droneProgramplan)



児童が作成した発表スライド



ドローン×防犯

※本発表用に一部編集



山田の現状

•人の少ない所が多く、夜歩くのは怖い

•高齢者が増えている

•山田だけではないが、不審者や子供が巻き
込まれる犯罪のニュースが多い



見守りドローンで解決！

•山田のすみずみまで見回りをするドローン

•何もないときは緑色、不審者がいたら赤色に色が
変わる

•不審者がいたら音を鳴らして、知らせる



プログラム



まとめ

•人が少ない山田でも、ドローンが助
けてくれる

•迷子にならないようについて行った
り、道案内するドローンもできそう



発表会参加者のアンケートより（一部抜粋）

子供がドローンをプログ
ラミングしている様子を
見て、ついていけないな
…と思う一方、やってみ
たいと思いました。

発表を聞いていて、な
るほどなと思うことが
あった。過疎地域の課
題を解決できる可能性

を感じた。

家でも時々ドローンの
話をしてくれていまし
た。学校でドローン、
時代が変わったなと思

いました。



事後調査

ドローンとは何か

理解できた 理解できていない

・便利な使い方がたくさんある
・新しい発想で可能性を広げたい
・平和のために使いたい
・早く実現してほしい
・山田が住みやすい街になったら
うれしい



課題

•センサー精度

•ドローンを使った学習の系統立て



今後の展望

•プランの実現に向けて
•地域の方に提案
•企業との連携の今後



ご清聴ありがとうございました


